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中
国
建
国
60
周
年
の
年
に
、
経
済

発
展
を
先
導
す
る
東
部
沿
海
地
方
の

一
端
を
垣
間
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。

2
0
0
9
年
10
月
中
旬
の
こ
と
で
あ
る

（
注
）。

　

日
程
は
北
京（
後
述
）に
始
ま
り
、
上

海
で
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
合
間
で
沿
海

地
方
中
部
の
淅
江
省
に
足
を
延
ば
し
、

省
都
・
杭
州
市
を
は
じ
め
、
世
界
最
大

の
物
流
セ
ン
タ
ー
を
も
つ
義
烏
（
イ
ウ
）

や
世
界
第
4
位
の
港
湾
施
設
を
誇
る
寧

波（
ニ
ン
ボ
）を
巡
回
、
経
済
特
区
や
農

村
地
帯
を
訪
れ
た
。
以
下
は
淅
江
省
に

つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
最
近
の
関
心
事

に
言
及
す
る
「
雑
感
」
で
あ
る
。

１ 

淅
江
省
と
農
民
工
の

状
況

　

省
都・杭
州
市
につい
て
は
、
古
来
「
上

有
天
堂
、下
有
蘇
抗
（
天
に
極
楽
あ
り
、

地
に
蘇
州
、杭
州
あ
り
）」
と
称
え
ら
れ
、

マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
も
「
世
界
で
最
も
華
麗

な
都
市
」
と
記
録
し
て
い
る
。
歴
史
は

古
く
、
秦
始
皇
帝
の
時
代
に
ま
で
遡
る
。

隋
代
に
は
北
京
か
ら
黄
河
、
長
江
を
超

え
、
杭
州
に
至
る
京
抗
大
運
河
が
開
削
、

江
南
の
交
通
や
交
易
の
要
衝
と
な
っ
た
。

呉
越
時
代
（
8
9
3–
9
7
8
）や
南
宋

時
代（
1
1
2
7–

1
2
8
0
）の
都
で

も
あ
っ
た
か
ら
、
中
国
六
大
古
都
の
一

つ
に
も
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　

人
口
6
3
0
万
人
。
緑
茶
・
龍
井
茶

（
ロ
ン
ジ
ン
チ
ャ
）の
産
地
で
、
自
然
も

豊
か
だ
。
貫
流
す
る
銭
塘
江
（
別
名
・

淅
江
）は
杭
州
湾
に
注
ぐ
が
、
海
か
ら
の

逆
流
（
海
嘯
）
で
知
ら
れ
、
ア
マ
ゾ
ン
河

の
ポ
ロ
ロ
ッ
カ
と
双
璧
だ
。
そ
し
て
市

内
の
風
光
明
美
な
西
湖
は
、
杭
州
の
珠

玉
と
さ
れ
て
い
る
。
蘇
軾
や
白
居
易
が

そ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
多
く
の
詩

を
詠
ん
で
い
る
な
ど
周
知
の
通
り
だ
。

　

だ
が
、
今
回
湖
上
に
出
て
、
杭
州
の

新
開
発
区
に
建
設
中
の
超
高
層
ビ
ル
群

が
西
湖
の
景
観
に
切
り
込
ん
で
き
て
い

る
様
を
目
に
し
た
と
き
、
な
に
が
し
か

違
和
感
を
禁
じ
得
な
かった
。

　

淅
江
省
総
工
会
（
組
織
勢
力
1
2
0

0
万
人
）の
本
部
は
、
西
湖
の
北
東
岸

に
あ
っ
た
。
幹
部
の
説
明
に
よ
れ
ば
淅

江
省
は
面
積
10
万
平
方
キ
ロ
強
（
22
省

中
15
位
）、
人
口
約
5
1
2
0
万
人（
10

位
）
で
、
戸
籍
人
口
4
6
8
7
万
人
。

非
農
業
人
口
は
2
8
1
6
万
3
7
0
0

人
で
あ
る
。
省
外
在
住
の
就
業
者
も

5
0
0
万
人
お
り
、
う
ち
1
5
0
万
人

が
海
外
在
住
だ
と
い
う
。
登
録
失
業
者

数
は
31
万
8
0
0
人
、
都
市
部
の
登
録

失
業
率
は
3

・4
％
だ
と
い
う
。

和
諧
労
使
関
係
の
模
索

︱
中
国
沿
海
地
方「
見
聞
録
」か
ら

　

省
内
で
就
業
す
る
農
地
出
身
の
出

稼
ぎ
労
働
者
、
す
な
わ
ち
「
農
民

工
」
は
1
7
8
3
万
人
に
の
ぼ
り

（
そ
の
10
%
が
農
地
を
放
棄
）、
う
ち
他

省
か
ら
の
農
民
工
は
5
2
3
万
人
で
あ

る
。
農
民
工
の
41
・
6
%
は
地
縁
、血
縁

で
移
住
し
て
く
る
。

　

か
れ
ら
の
産
業
分
布
は
製
造
業
が

48
%
と
多
く
、
つ
い
で
建
設
業
や
飲
食

業
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
が
多
い
。

　

農
民
工
の
平
均
月
収
は
、
1
2
1
7
元

（
1
万
7
0
0
0
円
）で
、農
民
工
の
45
%

が
1
0
0
0
元（
1
万
4
0
0
0
円
）

以
上
を
稼
得
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
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年
未
満
で
同
一
企
業
に
と
ど
ま
る
従
業

員
は
50
%
、
2
年
以
内
に一
度
転
職
す

る
者
は
21
%
だ
。
転
職
し
や
す
い
環
境

に
あ
り
、
離
職
し
て
も
88
%
が
2
ヵ
月

以
内
に
再
就
職
が
可
能
だ
と
い
う
。

　

経
済
危
機
の
際
に
は
企
業
倒
産
が
発

生
し
日
系
を
含
む
外
資
系
企
業
も
打
撃

を
受
け
た
が
、
労
働
争
議
は
ほ
と
ん
ど

中
小
企
業
で
発
生
し
た
。
使
用
者
に
法

知
識
が
乏
し
か
っ
た
の
も
一
因
だ
が
、

逆
に
、
労
働
者
の
権
利
意
識
の
高
ま
り

も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、

総
工
会
も
策
定
に
関
わ
っ
た
「
労
働
契

約
法
」や「
労
働
争
議
調
停
仲
裁
法
」が
、

08
年
に
施
行
さ
れ
た（
後
述
）。

　

4
兆
元（
約
54
兆
円
）と
い
う
政
府
の

積
極
的
財
政
投
入
の
効
果
は
大
き
く
、

省
内
雇
用
状
況
も
比
較
的
早
め
に
改
善

し
た
。
省
内
産
業
構
造
の
特
徴
は
民
営

企
業
が
省
G
D
P
（
2
兆
1
5
0
0
億

元
）の
73
%
を
占
め
て
い
る
こ
と
だ
。

淅
江
省
の
伝
統
は
、
省
民
に
起
業
家
精

神
が
旺
盛
な
こ
と
で
、
民
営
企
業
発
展

の
環
境
も
良
好
で
あ
る
。
創
始
企
業
の

操
業
平
均
年
数
は
7
年
と
、
全
国
平
均

の
2.7
年
を
上
回
る
。

　

淅
江
省
総
工
会
の
当
面
の
課
題
は
、

積
極
的
雇
用
政
策
の
推
進
、
職
業
能
力

向
上
、
最
低
賃
金
向
上
や
賃
金
格
差
是

正
、
文
化
レ
ベ
ル
の
向
上
、
起
業
家
支

は
都
市
部
の
養
老
年
金
給
付
額
（
平
均

1
4
4
5
元
）を
下
回
る
。
か
れ
ら
の
時

間
外
労
働
も
深
刻
化
し
て
お
り
、
同
一

価
値
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
は
無
視
さ

れ
、
安
全
衛
生
面
に
も
問
題
が
あ
る
。

一
般
的
に
か
れ
ら
の
教
育
水
準
は
低

く
、
農
業
戸
籍
の
故
に
都
市
部
で
の
子

弟
の
就
学
も
困
難
だ
。
公
的
サ
ー
ビ
ス

は
不
完
全
で
、
か
れ
ら
の
生
活
条
件
は

不
良
で
あ
る
。

　

05
年
「
農
民
工
を
工
会
に
加
入
さ
せ

る
実
施
弁
法
」
が
省
内
で
も
施
行
さ
れ

て
以
降
、
年
間
80

－

1
0
0
万
人
が
工

会
に
加
入
、
今
日
で
は
約
7
0
0
万
人

（
40
％
強
）
が
会
員
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

労
使
関
係
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る

と
い
う
が
、
労
働
力
を
見
る
と
就
業
2

援
等
だ
と
い
う
。
合
わ
せ
て
「
共
同
約

束
行
動
」を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

「
和
諧
労
使
関
係
」
の
建
設
（
後
述
）に

力
を
注
ぐ
と
の
説
明
が
あった
。

　

同
席
し
た
淅
江
省
労
働
社
会
保
障
科

学
研
究
院
の
陳
詩
述
院
長
は
、
社
会

保
障
の
実
態
を
解
説
、
5
つ
の
社
会
保

険
制
度
の一
本
化
が
課
題
と
し
た
。
国

営
企
業
中
心
か
ら
、
今
日
で
は
郷
鎮

企
業
、
民
営
企
業
、外
資
企
業
が
そ
れ

ぞ
れ
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
拠
出
、

給
付
な
ど
の
統
一メ
カ
ニ
ズ
ム
の
確
立

が
急
が
れ
る
と
い
う
。
5
つ
の
保
険
を

個
別
に
見
る
と
、
①
養
老
保
険（
年
金
）

は
1
2
9
3
万
人
が
被
保
険
者
で
、

基
金
残
高
は
7
8
1
億
元
（
約
1
兆

1
0
0
0
億
円
）。
支
給
能
力
32
ヵ
月

分
を
保
有
し
、
全
国
水
準
を
15
ヵ
月

上
回
る
。
給
付
は
１
人
当
た
り
平
均

月
額
1
4
4
5
元
で
、
全
国
第
3
位

で
あ
る
。
沿
海
部
の
優
位
性
が
伺
え

よ
う
。
②
医
療
保
険
の
被
保
険
者
数

は
1
0
5
4
万
人
。
③
労
災
保
険
、

1
2
6
2
万
人
で
全
国
第
2
位
。
④
失

業
保
険
は
7
3
1
万
人
、
⑤
出
産
保
険

は
6
8
7
万
人
で
あ
る
。

　

最
低
生
活
保
障
給
付
は
都
市
部
月

額
3
0
1
元（
4
2
0
0
円
）、農
村
部

1
8
9
元（
2
6
5
0
円
）と
格
差
が
あ

り
、
こ
れ
も
調
整
一
本
化
が
課
題
で
あ

る
。
現
在
受
給
者
数
は
合
計
約
69
万
人

で
あ
る
。

　

杭
州
か
ら
義
烏
へ
の
移
動
中
、
道
路

沿
い
の
其
処
此
処
に
見
た
3
階
建
て
の

新
築
農
家
群
は
圧
巻
で
、
格
差
問
題
の

多
様
性
が
忍
ば
れ
た
。

2
「
和
諧
労
使
関
係
」の

建
設

　

振
り
か
え
っ
て
、
旅
の
振
り
出
し
で

あ
っ
た
北
京
で
は
、
中
華
全
国
総
工
会

と
中
国
労
働
関
係
学
院
と
の
2
ヵ
所
を

訪
問
し
た
。
後
者
は
元
来
総
工
会
の
幹

部
教
育
機
関
だ
が
、
近
年
一
般
大
学
教

育
の
ほ
か
、
依
然
政
府
の
労
働
政
策
策

定
に
も
諮
問
機
関
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
し
て
い
る
。

　

総
工
会
は
世
界
最
大
級
の
組
織
で
あ

り
、
基
層
工
会
（
単
組
）数
は
1
7
2
万

5
0
0
0
、
組
合
員
数
は
2
億
1
2
0

0
万
人
で
あ
る
。
組
織
率
は
73
・
7
%

で
、
世
界
の
大
方
の
先
進
国
を
上
回
る
。

そ
の
背
景
に
政
府
や
党
の
支
持
や
協
力

が
あ
る
と
は
率
直
な
説
明
で
あ
っ
た
。

　

説
明
に
よ
れ
ば
、
社
会
格
差
の
拡
大

す
る
情
勢
下
、
総
工
会
は
調
和
の
と
れ

た
労
使
関
係
、
す
な
わ
ち
「
和
諧
労
使

関
係
」
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

格
差
社
会
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
政
府

の
「
和
諧
社
会
の
建
設
」
推
進
の
一
環

急ピッチで進む杭州新市街の開発
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和諧労使関係の模索
ー 中国沿海地方「見聞録」から

と
見
て
よ
い
。
労
使
関
係
の
安
定
は
社

会
安
定
に
資
す
る
と
は
総
工
会
基
層
建

設
部（
組
織
部
）部
長
の
明
言
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
淅
江
省
総
工
会
の
説
明

を
補
強
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

た
し
か
に
社
会
格
差
の
拡
大
は
、
市

場
経
済
発
展
の
矛
盾
で
あ
り
、
労
使
関

係
に
お
け
る
使
用
者
の
地
位
や
権
力
が

強
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
労
使
の

利
害
関
係
対
立
が
深
刻
化
し
て
き
た
。

労
働
者
の
権
利
意
識
が
覚
醒
し
た
の
だ
。

労
働
争
議
は
市
場
経
済
化
の
前
進
し
た

90
年
代
か
ら
増
加
し
始
め
、
00
年
14
万

件
、
07
年
は
45
万
件
に
激
増
す
る
事
態

に
な
っ
た
。
政
府
が
全
国
人
民
代
表
者

大
会
で「
和
諧
社
会
の
建
設
」の
方
針

を
打
ち
出
し
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理

由
が
あ
っ
た
。
政
策
に
は
雇
用
の
拡
大

（
雇
用
促
進
法
）や
社
会
保
障
制
度
の
確

立
、
農
民
工
の
合
法
的
権
益
擁
護
、
地

域
経
済
格
差
の
調
和
な
ど
が
セ
ッ
ト
で

加
わ
っ
た
。

　

以
上
の
与
件
の
も

と
に「
和
諧
労
使
関
係
」

を
集
約
す
れ
ば
、
経
営

者
は
極
力
従
業
員
の

労
働
条
件
に
配
慮
し
、

雇
用
安
定
を
重
視
、
止

む
を
得
ぬ
場
合
は
民

主
的
プ
ロ
セ
ス
を
と

り
、
従
業
員
は
企
業
の
経
済
発
展
に
協

力
す
る
。
す
な
わ
ち
調
和
し
て
安
定
的

な
労
使
関
係
を
建
設
す
る
の
が
目
指
す

と
こ
ろ
だ
。
つ
ま
り「
共
同
約
束
行
動
」

の
実
践
で
あ
る
。「
和
諧
労
使
関
係
」は

国
営
企
業
の
60
%
で
確
立
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
た
。

　
「
和
諧
労
使
関
係
」
に
お
い
て
は
、

「
団
体
交
渉
制
度
」
を
確
立
し
機
能
さ

せ
る
こ
と
が
必
須
の
課
題
で
あ
り
、
法

定
通
り
労
働
協
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
肝
要
だ
。
08
年
末
ま
で
に
1
1

0
万
7
0
0
0
件
の
協
約
が
締
結
さ
れ

た
と
い
う
が
、
今
後
一
層
の
拡
大
が
求

め
ら
れ
よ
う
。

3「
労
働
契
約
法
」の
意
義

　

総
工
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
強
調
し
た
の

は
、
総
工
会
も
策
定
に
関
与
し
た
「
労

働
契
約
法
」
の
意
義
で
あ
っ
た
。
周
知

の
よ
う
に
。
近
年
こ
れ
ほ
ど
論
議
を
沸

騰
さ
せ
た
法
律
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
前
代
未
聞
の
17
万
件
の
見
解
が
各

層
か
ら
集
約
さ
れ
た
と
い
う
。

　
「
労
働
契
約
法
」
が
施
行
さ
れ
た
の
は

08
年
1
月
1
日
で
あ
る
。
8
章
98
条
か

ら
な
る
同
法
は
、
無
期
限
契
約
を
基
本

理
念
と
し
、
労
働
者
と
企
業
と
が
雇
用

に
関
す
る
契
約
を
書
面
で
交
わ
し
、
労

働
者
の
権
利
を
明
記
す
る
と
し
た
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る（
第
10
条
）。
契
約

締
結
の
基
本
原
則
は
「
合
法
、
公
平
・

平
等
、自
由
意
思
、
協
議
に
よ
る
合
意
と

信
義
誠
実
」
に
置
く
と
し
て
い
る
の
も

注
目
さ
れ
る
。
使
用
者
が
就
業
規
則
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
工
会
ま
た
は
従
業

員
代
表
と
「
対
等
に
協
議
」
す
る
こ
と
、

労
働
側
に
修
正
権
限
が
あ
る
こ
と
を
定

め
て
も
い
る
。

　

さ
ら
に
、
行
政
組
織
に
お
け
る
枠
組

み
も
設
定
さ
れ
、
県
レ
ベ
ル
以
上
の
人

民
政
府
に
、
政
労
使
三
者
協
議
制
を

確
立
し
、
労
使
関
係
に
係
る
重
大
事
案

に
つい
て
協
議
・
解
決
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
す
で
に
15
省
の
51
万
5
0
0

0
社
が
三
者
協
議
に
参
画
し
、
従
業
員

5
4
8
0
万
人
が
対
象
と
なって
い
る
。

　
「
労
働
契
約
法
」
は
、
契
約
の
形
態
を

固
定
期
間
労
働
契
約
、
無
固
定
期
間
労

働
契
約
、
お
よ
び
一
定
の
労
働
任
務
の

完
了
を
期
限
と
す
る
労
働
契
約
の
三
つ

に
分
け
て
い
る
（
第
11
条
）。

　

注
目
点
は
、
勤
続
期
間
が
10
年
を
超

え
る
場
合
や
、
労
働
契
約
を
2
回
締
結

し
て
い
る
場
合
に
は
、
無
固
定
期
間
の

労
働
契
約
を
締
結
す
る
な
ど
を
定
め
た

こ
と
で
あ
る（
第
14
条
）。
違
法
行
為
に

は
法
的
責
任
が
伴
う
。

　

策
定
に
当
た
り
労
働
者
の
権
利
意
識

が
吸
い
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
否
め
ま

い
。
外
資
系
企
業
を
含
む
経
営
者
が
、

こ
の
内
容
で
は
経
営
に
不
利
と
し
て
異

議
申
し
立
て
を
し
た
の
に
は
そ
れ
な
り

の
理
由
が
あ
っ
た
わ
け
だ
。
同
法
「
実

施
条
例
」
は
6
章
38
条
か
ら
な
り
、
08

年
9
月
18
日
に
施
行
さ
れ
た
。

　

総
工
会
と
し
て
は
、「
労
働
契
約
法
」

の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
全
国
の

37
万
6
0
0
0
ヵ
所
に
労
働
監
督
組
織

を
設
立
し
労
働
監
督
員
約
1
4
9
万
人

を
配
置
し
た
と
し
て
い
る
。

　

労
働
争
議
の
急
増
に
つ
い
て
は
、
も

う
一つ
の
視
点
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

労
使
関
係
に
さ
ら
な
る
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
が
「
労
働
争
議
調
停
仲
裁

法
」
制
定
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

（
2
0
0
8
年
5
月
1
日
施
行
）。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
従
来
は
紛
争
発
生
か
ら

60
日
以
内
に
申
立
書
の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
た
の
を
、
1
年
以
内
に
提

出
へ
と
延
長
、
ま
た
従
前
の
60
日
以
内

中華全国総工会本部の威容（裏庭より撮影）
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に。日本労働ペンクラブ会員他。主要
著書「海外労働アラカルト」他。
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和諧労使関係の模索
ー 中国沿海地方「見聞録」から

の
仲
裁
判
断
提
示
を
45
日
以
内
へ
と
短

縮
、
そ
し
て
「
仲
裁
費
用
の
無
料
化（
国

が
負
担
）」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

個
別
紛
争
を
含
む
労
働
争
議
は
過
去

10
年
で
7
倍
に
増
加
し
た
が
、
09
年
に

入
っ
て
も
増
勢
は
衰
え
ず
、
対
前
年

比
1

・5
倍
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

法
律
が
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
否
め
ま
い
。
総
工
会
は
、
全
国
43
万

6
0
0
0
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
た
労
働
争

議
調
停
仲
裁
委
員
会
の
主
任
、
副
主
任

を
当
該
地
区
工
会
幹
部
に
兼
務
さ
せ
、

調
停
活
動
を
推
進
し
て
い
る
と
い
う
。

4
再
び
農
民
工
な
の
か

　

中
国
労
働
関
係
学
院
で
受
け
た
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
ま
ず
意
外
だ
っ
た
の

は
、
農
民
工
問
題
は
も
は
や
社
会
問
題

で
は
な
い
と
い
う
某
教
授
の
発
言
で

あった
。

　

09
年
2
月
に
農
業
部
が
発
表
し
た
農

民
工
統
計
に
よ
る
と
、
約
2
0
0
0
万

人
（
農
民
工
の
15

・3
％
）が
08
年
不
況

の
た
め
に
失
業
し
た
か
ま
た
は
求
職
中

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
急
速
に
状

況
は
改
善
し
、
09
年
10
月
段
階
で
は
、

約
2
0
0
万
人
に
ま
で
減
少
し
て
お

り
、
農
民
工
の
大
量
失
業
問
題
は
も
は

や
社
会
問
題
の
域
を
脱
し
た
と
い
う
の

が一般
的
認
識
だ
と
い
う
の
で
あった
。

　

む
し
ろ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
珠
江
デ

ル
タ
地
域
な
ど
で
起
き
始
め
て
い
る
農

民
工
不
足
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
が
、
農

民
工
の
出
稼
ぎ
先
の
変
化
に
よ
る
も
の

か
、農
民
工
不
足
と
い
う
、危
機
前
に
「
農

民
荒
」
と
呼
ば
れ
た
現
象
で
あ
る
か
は
、

今
の
と
こ
ろ
不
明
だ
と
い
う
。

　

た
だ
ど
う
で
あ
ろ
う
、
社
会
問
題
の

域
は
脱
し
た
と
は
い
え
、
彼
ら
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
淅

江
省
で
見
聞
し
た
よ
う
に
、
と
く
に
賃

金
・
労
働
条
件
な
ど
処
遇
面
で
の
格
差

は
覆
う
べ
く
も
な
い
。
そ
し
て
、
農
民

工
の
戸
籍
問
題
は
社
会
保
障
や
子
弟
の

義
務
教
育
問
題
に
ま
で
及
ぶ
重
大
問
題

で
あ
る
に
変
わ
り
な
く
、
是
正
が
求
め

ら
れ
る
。
最
近
13
の
省
・
自
治
区
・
直

轄
都
市
で
都
市
戸
籍
と
農
村
戸
籍
の
区

別
が
撤
廃
さ
れ
た
と
聞
き
及
ぶ
し
、
上

海
市
も
そ
の
方
向
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

総
工
会
と
し
て
も
農
民
工
支
援
に
立

ち
上
が
り
、
組
織
化
は
も
ち
ろ
ん
31
ヵ

所
に
農
民
工
職
業
訓
練
所
を
立
ち
上
げ

る
の
に
寄
与
し
た
と
の
こ
と
。
前
回
の

全
人
代
に
は
農
民
工
3
人
が
代
表
参
加

し
た
そ
う
で
あ
る
。

5
深
刻
な
学
卒
者
の

求
職
活
動

　

雇
用
問
題
で
む
し
ろ
深
刻
な
の
は
、
大

学
卒
業
生
の
就
職
難
だ
と
聞
い
た
。
政

府
は
09
年
7
月
、6
月
時
点
の
学
生
就

職
率
を
68
%
と
公
表
し
た
。
こ
れ
が

イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
上
や
主
要
メ
デ
ィ
ア
で
論

議
を
呼
ん
だ
。
09
年
就
職
活
動
を
行

う
大
学
卒
業
予
定
者
は
過
去
最
高
の

6
1
0
万
人
。
こ
れ
に
前
年
か
ら
の
就

職
浪
人
1
0
0
万
人
を
加
え
た
7
0

0
万
人
強
が
就
職
活
動
を
継
続
し
て
い

る
の
だ
。
民
間
調
査
機
関
の
推
計
で
は
、

就
職
率
は
政
府
発
表
の
数
字
を
28
ポ
イ

ン
ト
下
回
る
40
%
で
あった
。

お
わ
り
に

　

今
回
垣
間
見
た
の
は
経
済
発
展
の
著

し
い
沿
海
部
の
淅
江
省
が
中
心
で
あ
っ

た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
「
和
諧
労
使
関
係
」
を
ウ
ィ
ン・
ウ
ィ
ン

の
労
使
関
係
と
評
し
た
学
者
も
い
た
が
、

そ
れ
に
は
労
使
対
等
が
原
則
で
、
労
使

協
議
や
交
渉
制
度
と
いっ
た
産
業
民
主
制

の
確
立
が
肝
要
だ
。
自
由
市
場
経
済
は
、

所
詮
労
使
の
利
害
関
係
の
衝
突
を
生
む

し
、
そ
れ
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
。
極
端
な

例
は
、
09
年
7
月
に
発
生
し
た
通
化
鋼

鉄
事
件
（
す
な
わ
ち
吉
林
省
の
国
有
・
通

化
鋼
鉄
グ
ル
ー
プ
の
買
収
計
画
を
進
め
て

い
た
北
京
の
民
営
・
建
竜
鋼
鉄
の
社
長
が
、

通
化
鋼
鉄
工
場
内
で
買
収
反
対
、
労
働

条
件
悪
化
に
抗
議
中
の
怒
れ
る
労
働
者
に

撲
殺
さ
れ
た
事
件
）な
ど
は
論
外
だ
が
、

労
働
争
議
を
未
然
に
防
止
す
る
願
望
は

理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
正
常
な
労

使
関
係
の
中
で
も
争
議
は
起
こ
り
う
る
と

の
認
識
も
必
要
だ
ろ
う
。
従
来
の
国
有

企
業
中
心
の「
労
働
関
係
」が
、
次
第
に

適
度
な
緊
張
感
の
あ
る
近
代
的
「
労
使

関
係
」
へ
と
進
化
す
る
時
代
が
訪
れ
る
か

が
関
心
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
を
予
見

し
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
労
働
契
約
法
」
は
、

そ
の
中
国
流
の
規
範
を
具
体
的
に
示
し

た
と
言
え
、
第
1
条
は
「
和
諧
労
使
関

係
」
の
構
築
・
発
展
を
目
指
す
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

（
注
）
筆
者
は
日
本
労
働
ペ
ン
ク
ラ
ブ

派
遣
の
第
13
次
訪
中
団
に
参
加
し
た
。

時
期
は
09
年
10
月
13

－

20
日
。

（
2
0
1
0
年
1
月
16
日
記
）


